
こ
れ
か
ら
の
⚕
年
間

基
本
計
画
の
後
半
で
あ
る
平
成

年
度
以

⚒⚓

降
の
⚕
年
間
で
ỏ
将
来
に
わ
た
り
登
別
市
を

支
え
る
ứ
人
材
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
Ừ
ỏ
経

済
の
活
性
化
を
支
え
る
ứ
人
材
が
躍
動
す
る

ま
ち
づ
く
り
Ừ
ỏ
地
域
活
動
が
ま
ち
を
支
え

る
ứ
人
材
が
活
き
る
ま
ち
づ
く
り
Ừ
と
い
う

ứ
⚓
つ
の
視
点
Ừ
に
基
づ
き
ỏ
登
別
市
を
発

展
に
導
く
人
材
育
成
を
通
じ
た
ỏ
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
Ố

こ
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
当
た
ỳ
て

は
ỏ
基
本
計
画
の
施
策
の
推
進
と
し
て
ỏ
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
計
画
的
に
事
業
の
優
先

度
や
緊
急
度
を
計
り
な
が
ら
ỏ
基
本
計
画
の

施
策
に
対
応
し
た
事
業
を
選
択
し
ỏ
ứ
目
標

へ
の
接
近
度
を
計
る
指
標
Ừ
の
達
成
を
目
指

す
な
ど
ỏ
基
本
計
画
の
推
進
に
努
め
る
と
と

も
に
ỏ
単
年
度
に
お
い
て
は
ỏ
市
政
執
行
方

針
や
実
施
計
画
ロ
ồ
リ
ン
グ
な
ど
に
よ
り
ỏ

中
期
的
な
展
開
と
し
て
は
ỏ
市
民
と
の
連
携

と
信
頼
を
も
と
に
市
民
主
体
の
行
政
経
営
の

推
進
を
図
る
ứ
登
別
市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
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⚒
⚐
⚑
⚐
ờ
平
成

Ỗ

年
度
Ở
Ừ
や
ỏ

⚒⚒

⚒⚕

ứ
登
別
市
中
期
財
政
見
通
し
ờ
平
成

Ỗ
⚒⚒

⚒⚕

年
度
Ở
Ừ
ỏ
そ
の
他
分
野
ご
と
の
計
画
と
の

連
携
の
も
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
Ố

基
本
計
画
の
中
間
点
検

に
よ
る
見
直
し

基
本
計
画
の
中
間
点
検
の
結
果
ỏ
基
本
計

画
の
内
容
自
体
ớ
目
標
ỏ
目
標
へ
の
接
近
度

を
計
る
指
標
ỏ
施
策
の
基
本
的
な
方
向
な
ど

に
つ
い
て
は
ỏ
現
在
の
市
を
取
り
巻
く
情
勢

や
ỏ
事
業
の
内
容
ỏ
制
度
・
計
画
な
ど
の
策

定
に
伴
う
時
点
修
正
な
ど
を
勘
案
し
て
ỏ
基

本
計
画
に
反
映
し
て
い
ま
す
Ố

▲『登別市行財政改革プラ
ン⚒⚐⚑⚐』と『登別市中期
財政見通し』

第⚑章 やさしさと共生するまち
第⚒章 自然とともに暮らすまち
第⚔章 調和の中でふるさとを演出するまち
第⚕章 豊かな個性と人間性を育むまち

将来
人材を育む
まちづくり

経済
人材が躍動する
まちづくり

地域活動
人材が活きる
まちづくり

第⚓章 大地に根ざしたたくまし
い産業が躍動するまち

第⚔章 調和の中でふるさとを演
出するまち

第⚕章 豊かな個性と人間性を育
むまち

第⚖章 担いあうまちづくり

推進にあたって
基本計画
の推進

限られた財源の中、計画的に事業の優先度や
緊急度を計りながら、事業を選択し、基本計
画の施策を推進します。

各種計画
との連携

『登別市行財政改革プラン⚒⚐⚑⚐』、『登
別市中期財政見通し』、その他分野ごとの計
画などとの連携のもと取り組みます。

今
回
紹
介
し
た
ứ
登
別
市

総
合
計
画
第
⚒
期
基
本
計

画
中
間
点
検
結
果
報
告
書
Ừ

と
ứ
登
別
市
総
合
計
画
第

⚒
期
基
本
計
画
ớ
⚒
⚐
⚑

⚐
年
中
間
点
検
見
直
し
版
ỜỪ

の
内
容
は
ỏ
市
の
ホ
ồ
ム

ペ
ồ
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

ほ
か
ỏ
市
役
所
⚑
階
市
民

コ
ồ
ナ
ồ
や
各
支
所
ỏ
市

民
会
館
ỏ
図
書
館
ỏ
市
民

活
動
セ
ン
タ
ồ
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
Ố

問い合わせ
企画グループ
緯○⚘⚕⚑⚑⚒⚒
思○⚘⚕⚑⚑⚐⚘
ホームページ http://www.city.noboribetsu.lg.jp/

Ờ

平成⚒⚓年度以降の⚕年間で
将来にわたり登別市を支える『人材を育むまちづくり』

経 済 の 活 性 化 を 支 え る『人材が躍動するまちづくり』

地域活動がまちを支える『人材が活きるまちづくり』
を推進します


